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王朝和歌のことばと表現

古今集から新古今集へ

短期大学部 紙 宏 行

王朝(平 安時代)和 歌といえば 『百人一首』などでおな じみです。その王朝和歌

の表現 の歴史について述べていきますが、三百年 の歴 史があ りそのすべて を与 え ら

れたスペ ースの中では述べ ることはで きないので、本稿で は、王朝和歌最後 の 『新

古今集』(実 際は鎌倉時代初期〉に焦点をあてていきたい と思います。

まず、例 として次の歌をとりあげます。

春の夜の夢の浮橋 とだえして峰に別るる横雲の空(『 新古今剿 春上 ・三入)

(現代語訳e春 の夜の、浮橋の ようにはかない夢が とだえて、ふ と見 る と夜明

けの空に横にたなび く雲が山の峰から離れようとしている。)

鎌倉時代初期、藤原定家の 『新古今集』 を代表する名歌です。歌題は 「春曙」。現

代語訳を付 けてみ ましたが、散文的、論理的な理解 よりも、けだるい ような春 の夜

明けの朝焼けに染 まる空の、幻想的な風景が思い浮か ぶはずです。理屈 やメ ッセー

ジの伝達ではな く、視覚的なイメージの世界の構成 をね らった歌のつ くりになって

います。 このような歌の詠みかたは、平安時代の和 歌の歴 史をふ まえて成 り立 って

いるのです。

この定家歌のイメージ構成の方法を述べ る前に、平安 時代の和歌のあ りようを簡

単にふ りかえっておきたい と思います。

和歌 は、神代の昔か ら詠みつがれてきた、わが国固有 の文芸です(と 平安歌人 は

考えてい ました)。 和歌はこの国を文化的に支え、和歌が盛んであることはわが 国が

栄 えてい る証 しです。和歌 は伝統的であ ることに意味があ り、それゆえに、伝統的

なことば ・表現の枠組みの中で詠 まなければな りません。新 しい ことば、独創的 な

表現 を追求 しないわけでは決 してあ りませんが、大 き く伝統的 な表現の枠 の中で の

個性であ り、独創なのです。

この ような和歌(文 芸)に 対する考え方は、個人の抒 情、創作 主体 の個性的、独
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創的表現 を第一義 とする、現代の文芸観とは大 きく異 なってい ます。文芸的表現 は

本質的には普遍性を持 ちますが、それに向かう動機や社会 的な位置付けは時代精神

によって さまざまであることには注意が必要です し、その文芸観 をふまえなければ、

正 しい理解が得 られないのです(何 を正 しいとす るかは問題ですが)。

平安時代 の和歌史は、九〇五年の 『古今和歌集』の成立 で実質的に始 まり、 一二

〇五年成 立の 『新古今集』に至るまで、三百年の歴史があ ります。その間、多 くの

歌が詠 まれ、歌のことば ・表現が蓄積 され、それぞれの歴史を持つ ようにな りまし

た。

平安時代 の和歌のあ りようと歴史 をふ まえ、再 びは じめにあげた定家の歌 を読ん

でみ ます。それぞれの歌の ことばには、辞書的な意味 を超 えて、和歌 の伝統 に基づ

くさまざまなイメージの広が りがあ ります。冒頭 にあげた定家歌 の ことばの持 つ イ

メージは どうなっているのか、ひとつひとつ確認 してみ ます。 いずれ も、伝統 的 な

表現をふ まえたことばです。

冒頭 「春の夜の夢」 とは、単 にある季節 に見る夢ではな く、春 の夜 は短 く夢 はす

ぐに覚める、 したがって夢の内容 もはかない というイメージです。例 として、

春の夜の夢ばか りなる手枕 にかひな く立たむ名こそ惜 しけれ

(『千載剿 雑上 ・九六四、周防内侍)

という有名な歌があ ります。定家の 「春の夜の夢」は、 この歌な どの例 を意識 して

初句に置かれてい ます。

「夢の浮橋」。「浮橋」 とは、川の水面に多 くの筏や 舟を浮かべ その上 に板 を渡 し

た橋で、増水するとす ぐに流失 し対岸 との交通 もとだえます。 その ように、し相互 の

つなが りがす ぐにたえて しまうような男女の仲 をも象徴 してい ます傷 文芸 の世界 で

は 『源氏物語』最終巻名になってお り、浮舟と薫のはかない恋を連想 させ ます 。

「とだえ して」 とは、その とお り夢か らの覚醒、恋の断絶 を意味 します。例 とし

て、

とだえ して人もか よはぬ棚橋 は月ばか りこそすみわた りけれ

(『金葉集』秋 ・二〇七、三宮)

な どがあ ります。

厂峰 に別るる」。 この歌句には典拠があ ります。

風吹けば峰に別るる白雲のたえてつれなき君が心か

(『古今集』恋二 ・六〇一、壬生忠岑)
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この歌の第二句をその まま引用 してい ます。古 い歌 の歌句 をそのまま取 り込 むこ

とによって、その歌の全体 を想起 し、その歌の世界 と新 しい歌(こ の場合 は定家歌)

の世界 とが二重写 しになって、さらに奥深い歌世界が創造 され ます(こ の技法 を本

歌取 りといい ます)。 この歌では、春の朝焼けの空の風景 にやるせない恋の情緒が重

なって くるのです。

「横雲の空」 とは、横 に細 くたなび く雲がかかった朝の空 とい うことですが 、朝

の雲 といえば、『文選』厂高唐賦」の巫山の神女の面影が浮かんで きます 。楚 の懐 王

が高唐の地に遊 んだ とき、昼寝の夢に巫山の神女 と契 ったが、 その神 女 は別れ ぎわ

に 「朝 には雲 となり、夕暮れには雨 となってあなたの もとを訪れ ましょう」 と言っ

た、 とい う物語があるのです。現代人には詳しく調べないとわからないことですが、

当時の歌人たちにとっては、おそ らく簡単な連想だったので しょう。 む しろ、現代

人にとっては、『枕草子』一段 の 「春はあけぼの、やうやう白 くな りゆ く、山際少 し

明 りて、紫だちたる雲の細 くたなびきたる」を思 い起 こすこ とのほ うが多 い と思 わ

れ ます。王朝的美意識の典型であ り、定家の意識 にもその美 しい風 景が 浮かんで い

た ことで しょう。

この定家歌は、それぞれの歌ことばの持つイメージを続合 し、十分 に生か して詠

まれています。題は 「春曙」であ り、春 の朝の空の風景 を詠んだ歌ですが、それ に

加 えて、やるせ ない恋の思いが何 とな く感 じられる歌世界になっています。

このよ うな歌を詠む方法は、 どのように自覚されていたので しょうか 。定家の歌

論書 『近代秀歌』には、次のようにあ ります。

詞は古 きを慕ひ、心は新 しきを求め、及ばぬ高 き姿 をねが ひて、寛平以往 の歌

にな らはば、自らよろ しきこともなどか侍 らざらむ。古 きをこひねがふに と り

て、昔の詞 を改めず よみすゑたるを、即ち本歌とす と申すな り。

定家 は、伝統的なことばを用いながら新 しい主題 を表現せ よ、格調高い歌姿 を理

想 とせ よ、 と教 えています。 しか し、古 いことばを用 いて どのように新 しい主題 を

表現す るのか。これは言語表現 としては根本的に矛盾 しています。その方法につい

て は 『毎月抄』で教えています。

歌の大事は詞の用捨にて侍 るべ し。詞 につきて強弱大小候べ し。 それ をよくよ

く見 したためて、強 き詞 をば一向にこれを続 け弱 き詞 をばまた一向に これをつ

らね、か くのごとく案 じ返 し案 じ返 し、太み細み もな くなびらかに聞 きに くか

らぬや うによみなすが、 きはめて重事にて侍 るな り。 申さば、すべ て詞 にあ し
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きもな くよろしきもあるべか らず。ただ続けが らにて歌詞の勝劣侍るべ し。

ここで は、表現の善 し悪 しはことばの続けが らによる、 と言 ってい ます。すなわ

ち、伝統的な歌ことばの持つイメージを生か しなが ら、 それ らを効果的に配列 し、

美的世界 を構成する、とい うのが定家 らの詠歌の方法 なのです。 また、技法の ひと

つに本歌取があ りますが、これは、古歌の一節 を引用 し、その歌の世界 と二重構 造

の和歌世界 を構成するというもの。王朝和歌の伝統 をふ まえ、歌こ とばの特性 を捉

えた、究極の和歌の創作方法 といえます。

新古今 の方法には、和歌の歴史 をふまえて確立 した しっか りした理論があ り、そ

の理論 に基づいて歌が詠まれています。.明確な方法意識 を持って作 り上 げ られ た和

歌であることに特徴があ ります。そのような明敏 な歴史意識の背景には崩 れゆ く王

朝社会へ の強い危機感があるのです。 もちろん、政治史 と文芸史を短絡す るのには、

慎重でなければな りませ んが。

『新古今集』のほかの歌 もい くつかあげてみます。 イメージの交錯す る、幻想的

な美の世界 を作 り上げています。王朝の和歌の歴史におけるひ とつの到 達点 を示 し

ています。歌ことばがそれぞれに持っているイメージを確 認 しなが ら、読解、鑑賞

してみて ください。

昔思ふ草の庵の夜の雨に涙な添へそ山ほととぎす(夏 ・二〇一、藤原俊成)

(昔 を思い返 してなが ら草庵の中にいるが、雨の降る夜 に、 この上 にさらに鳴い

て、私 に涙の雨まで流 させ ないでお くれ、山ほととぎす よ。)

蘭省花時錦帳下 廬 山夜雨草庵中(『 和漢朗詠集』山家、白居易)

五月雨に もの思ひをればほととぎす夜深 く鳴きていつち行 くらむ

(『古今集』夏 ・一五三、紀友則)

き りぎ りす鳴 くや霜夜のさむ しろに衣片敷 きひとりか も寝む

(秋下 ・五一入、藤原良経)

(こおろ ぎの鳴 く霜の降る夜に、寒い夜具の上で、私 は衣の片袖 を敷 いてひ とり

寝るのだろ うか。)

さむしろに衣片敷き今宵もや恋しき人にあはでのみ寝む(『 伊勢物語』六十三段)

あ しひきの山鳥の尾のしだ り尾の長々し夜 をひと りかも寝む

(『拾遺集』恋三 ・七七八、人丸)

白妙の袖の別れに露落ちて身に沁 む色の秋風ぞ吹 く

(恋五 ・一三三六、藤原定家)
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(ま っ白な袖の上 に別れの紅涙の露が落ちて、身に しみ るように寒 い白色の秋風

が吹いている。)

白妙の袖の別れは惜 しけども思ひ乱れてゆるしつるか も

(『万葉集亅巻十二 ・三一八二、作者未詳)

吹 きくれば身に も沁みける秋風 を色 なきもの と思 ひけるかな

(『古今六帖』一、よみ人 しらず)
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